














要約:過去 4年間に鹿児島市立病院産科を受診した 17 歳～44 歳の妊婦 5,780 名の HTLV-Ⅰ

抗体を検査し,272 名(4.7%)が陽性であった。陽性妊婦の家系につき種々の調査をおこない

以下の結果を得た。①138 家系におこなった家族の血清検査の結果では,妊婦への感染経路

は母子感染 66.7%,夫－妻感染 18.8%,輸血による感染 8.7%であった。②抗体陽性妊婦から

生れた児のうち母乳哺育されたものは112例あり,そのうち18例(16.1%)が抗体陽性であっ

た。陽性率と母乳哺育期間とは相関があった。③夫－妻感染において抗体陽性判明までの

期間は結婚より 2～3年が多かった。④輸血による感染 12 例は 1例をのぞき 4単位以上の

大量輸血をうけていた。⑤家系内の HTLV-Ⅰ陽性者 152 例につき P40tsx 抗体を検討した。

世代別の陽性率に差はなかったが,P40tax 抗体陽性の母親の児は陰性の母親から生れた児

より HTLV-Ⅰ抗体陽性率が有意に高かった。輸血による感染や夫－妻感染群は陽性率が低

かった。⑥HTLV-Ⅰ抗体陽性妊婦の同胞数は陰性群より明らかに多く,同胞内での出生順位

が後の者は陽性者が多かった。⑦抗体陽性妊婦とその母は対象群と比較して地理的に狭い

範囲の人と結婚していた。⑧妊婦の世代とその母の世代では結婚相手を選ぶ範囲が大きく

変って来ている。⑨抗体陽性妊婦 272 名の母方祖母の出生地を調べ地理的分布をみたが,

市郡別でははっきりした偏りはなかった。⑩PA法における抗体検査につき血清検体と EDTA

血漿検体を 104 例比較検討したが差はなかった。採血量が限られている乳幼児の検査には

血漿でも良いことが判明した。 


